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【手続補正書】
【提出日】平成20年3月31日(2008.3.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　式（ＩＩ）

の化合物、またはその塩、水和物若しくは溶媒和化合物：但し、上記の式において、
　Ｔは、場合によって独立に［Ｒ］nで置換されているアリール環若しくはヘテロアリー
ル環またはアリール－Ｃ2－アルケニル環であり、ここでｎは０～５の整数であり、そし
てＲは水素、アリール、ヘテロアリール、複素環、場合によってハロゲン化されているＣ

1-6－アルキル、場合によってハロゲン化されているＣ1-6－アルコキシ、Ｃ1-6－アルキ
ルスルホニル、カルボキシ、シアノ、ニトロ、ハロゲン、場合によってモノ置換またはジ
置換されているアミン、場合によってモノ置換またはジ置換されているアミド、アリール
オキシ、アリールスルホニル、アリールアミノであり、この場合アリール、ヘテロアリー
ルおよびアリールオキシ残基並びに複素環は、場合によっては、１つまたは２つ以上の位
置において、互いに独立に、Ｃ1-6－アシル、Ｃ1-6－アルキルチオ、シアノ、ニトロ、水
素、ハロゲン、場合によってハロゲン化されているＣ1-6－アルキル、場合によってハロ
ゲン化されているＣ1-6－アルコキシ、場合によってモノ置換またはジ置換されているア
ミド、（ベンゾイルアミノ）メチル、カルボキシ、２－チエニルメチルアミノまたは（｛
［４－（２－エトキシ－２－オキソエチル）－１，３－チアゾール－２－イル］アミノ｝
カルボニル）でさらに置換されていることができ；
　但し、Ｒ1がＨであり、ＸがＣＨ2であり、ＹがＣＯであり、Ｒ2がＥｔＯであり、そし
てＢがＨであるとき、Ｔは２，４－ジクロロ－５－メチルフェニル、４－クロロフェニル
、４－クロロ－２，５－ジメチルフェニル、２，４－ジフルオロフェニル、３－ニトロフ
ェニルおよびフェニルではなく；
　Ｒ1は水素またはＣ1-6－アルキルであり；
　ＸはＣＨ2またはＣＯであり；
　ＹはＣＨ2、ＣＯまたは単結合であり；
　Ｂは水素またはＣ1-6－アルキルであり；
　Ｒ2はＣ1-6－アルキル、アジド、アリールチオ、ヘテロアリールチオ、ハロゲン、ヒド
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ロキシメチル、２－ヒドロキシエチルアミノメチル、メチルスルホニルオキシメチル、３
－オキソ－４－モルホリノリニルメチレン、Ｃ1-6－アルコキシカルボニル、５－メチル
－１，３，４－オキサジアゾール－２－イル；
　ＮＲ3Ｒ4（式中、Ｒ3およびＲ4は、各々独立に、水素、Ｃ1-6－アルキル、場合によっ
てハロゲン化されているＣ1-6－アルキルスルホニル、Ｃ1-6－アルコキシ、２－メトキシ
エチル、２－ヒドロキシエチル、１－メチルイミダゾリルスルホニル、Ｃ1-6－アシル、
シクロヘキシルメチル、シクロプロパンカルボニル、アリール、場合によってハロゲン化
されているアリールスルホニル、フリルカルボニル、テトラヒドロ－２－フラニルメチル
、Ｎ－カルボエトキシピペリジル、または１つ若しくは２つ以上のアリール若しくはヘテ
ロアリールで置換されているＣ1-6－アルキルから選択されるか、または
　ＮＲ3Ｒ4は、全体として、イミダゾール、ピペリジン、ピロリジン、ピペラジン、モル
ホリン、オキサゼピン、オキサゾール、チオモルホリン、１，１－ジオキシドチオモルホ
リン、２－（３，４－ジヒドロ－２（１Ｈ）イソキノリニル）、（１Ｓ，４Ｓ）－２－オ
キサ－５－アザビシクロ［２．２．１］ヘプタ－５－イルであることができる複素環式系
を表し、その複素環式系は、場合によっては、Ｃ1-6－アルキル、Ｃ1-6－アシル、ヒドロ
キシ、オキソ、ｔ－ブトキシカルボニルで置換されていることができる）；
　ＯＣＯＮＲ3Ｒ4（式中、Ｒ3およびＲ4は、各々独立に、水素、Ｃ1-6－アルキルから選
ばれるか、または全体としてモルホリニルを形成している）；
　Ｒ5Ｏ（式中、Ｒ5は水素、場合によってハロゲン化されているＣ1-6－アルキル、アリ
ール、ヘテロアリール、Ｃ1-6－アシル、Ｃ1-6－アルキルスルホニル、アリールカルボニ
ル、ヘテロアリールカルボニル、２－カルボメトキシフェニルである）
から選ばれる。
　　【請求項２】　Ｔが５－クロロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－イル；
４－クロロ－２，３，１－ベンズオキサジアゾリル；５－（ジメチルアミノ）－１－ナフ
チル；１－メチルイミダゾール－４－イル；１－ナフチル；２－ナフチル；（Ｅ）－２－
フェニルエテニル；８－キノリニル；
　（ベンゾイルアミノ）メチル、ブロモ、クロロ、３－イソオキサゾリル、２－（メチル
スルファニル）－４－ピリミジニル、１－メチル－５－（トリフルオロメチル）ピラゾー
ル－３－イル、フェニルスルホニル、ピリジルの内の１つまたは２つ以上で置換されてい
るチエニル；
　アセチルアミノ、３－アセチルアミノフェニル、３－アセチルフェニル、ベンゼンアミ
ノ、１，３－ベンゾジオキソール－５－イル、２－ベンゾフリル、ベンジルアミノ、３，
５－ビス（トリフルオロメチル）フェニル、ブロモ、ブトキシ、カルボキシ、クロロ、４
－カルボキシフェニル、３－クロロ－２－シアノフェノキシ、４－クロロフェニル、５－
クロロ－２－チエニル、シアノ、３，４－ジクロロフェニル、（｛［４－（２－エトキシ
－２－オキソエチル）－１，３－チアゾール－２－イル］アミノ｝カルボニル）、フルオ
ロ、５－フルオロ－２－メトキシフェニル、２－フリル、水素、ヨード、イソプロピル、
メタンスルホニル、メトキシ、メチル、４－メチル－１－ピペラジニル、４－メチル－１
－ピペリジニル、４－メチルスルファニルフェニル、５－メチル－２－チエニル、４－モ
ルホリニル、ニトロ、３－ニトロフェニル、フェノキシ、フェニル、ｎ－プロピル、４－
ピリジル、３－ピリジルメチルアミノ、１－ピロリジニル、２－チエニル、３－チエニル
、２－チエニルメチルアミノ、トリフルオロメトキシ、４－トリフルオロメトキシフェニ
ル、トリフルオロメチルの内の１つまたは２つ以上で置換されているフェニル
から選ばれ；
　但し、Ｒ1がＨであり、ＸがＣＨ2であり、ＹがＣＯであり、Ｒ2がＥｔＯであり、そし
てＢがＨであるとき、Ｔは２，４－ジクロロ－５－メチルフェニル、４－クロロフェニル
、４－クロロ－２，５－ジメチルフェニル、２，４－ジフルオロフェニル、３－ニトロフ
ェニルおよびフェニルではなく；
　Ｒ1は水素またはメチルであり；
　ＸはＣＨ2またはＣＯであり；
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　ＹはＣＨ2、ＣＯまたは単結合であり；
　Ｂは水素またはメチルであり；
　Ｒ2は
　ｎ－プロピル、アジド、ブロモ、クロロ、２－ピリジニルスルファニル、３－オキソ－
４－モルホリノリニルメチレン、エトキシカルボニル、５－メチル－１，３，４－オキサ
ジアゾール－２－イル、ヒドロキシメチル、２－ヒドロキシエチルアミノメチル、メチル
スルホニルオキシメチル；
　ＮＲ3Ｒ4（式中、Ｒ3およびＲ4は、各々独立に、アセチル、ベンズヒドリル、１，３－
ベンゾジオキソール－５－イルメチル、ベンジル、３－クロロ－２－メチルフェニルスル
ホニル、シクロヘキシル、シクロヘキシルメチル、シクロプロパンカルボニル、エチル、
２－フリルカルボニル、２－フリルメチル、水素、２－ヒドロキシエチル、２－（１Ｈ－
インドール－３－イル）エチル、イソプロピル、メトキシ、２－メトキシエチル、メチル
、４－（１－メチルイミダゾリル）スルホニル、メチルスルホニル、フェニル、（１Ｓ）
－フェニルエチル、ｎ－プロピル、テトラヒドロ－２－フラニルメチル、トリフルオロメ
チルスルホニル、Ｎ－カルボエトキシピペリジルから選択されるか；または
　ＮＲ3Ｒ4は、全体として、４－アセチルピペラジニル、４－ｔ－ブトキシカルボニルピ
ペラジニル、２－（３，４－ジヒドロ－２（１Ｈ）イソキノリニル）、（２Ｒ，６Ｓ）－
２，６－ジメチルモルホリニル、（２Ｒ）－２，４－ジメチル－１－ピペラジニル、２－
ヒドロキシ－３－オキソモルホリニル、イミダゾリル、２－メチル－３－オキソモルホリ
ニル、４－メチル－２－オキソピペラジニル、４－メチルピペラジニル、モルホリニル、
（１Ｓ，４Ｓ）－２－オキサ－５－アザビシクロ［２．２．１］ヘプタ－５－イル、２－
オキソイミダゾリニル、３－オキソモルホリニル、３－オキソ－１，４－オキサゼピニル
、２－オキソオキサゾリニル、ピペラジニル；ピペリジニル；ピロリジニル；ピロリドニ
ル；チオモルホリニル；１，１－ジオキシド－チオモルホリニルを表す）；
　ＯＣＯＮＲ3Ｒ4（式中、Ｒ3およびＲ4は、各々独立に、エチル、水素から選ばれるか、
または全体としてモルホリニルを形成している）；
　Ｒ5Ｏ（式中、Ｒ5はアセチル、ベンゾイル、ベンジル、エチル、２－フルオロエチル、
２－フリルカルボニル、水素、イソブチリル、イソプロピル、メチル、２－カルボメトキ
シフェニル、メチルスルホニル、フェニル、プロピオニル、３－ピリジニル、２，２，２
－トリフルオロエチルである）
から選ばれる、
請求項１記載の化合物。
　　【請求項３】　次のものより成る群から選ばれる、請求項１～２記載の化合物：
　エチル２－（２－（（（４－メチルフェニル）スルホニル）アミノ）－１，３－チアゾ
ール－４－イル）アセテート、
　エチル２－（２－｛［（２，５－ジクロロ－３－チエニル）スルホニル］アミノ｝－１
，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（２－クロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール
－４－イル）アセテート、
　エチル２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１
，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル２－｛２－［（［１，１’－ビフェニル］－４－イルスルホニル）アミノ］－１
，３－チアゾール－４－イル｝アセテート、
　エチル２－（２－｛［（３－ブロモフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾ
ール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（４－ニトロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール
－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（４－メトキシフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾー
ル－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（３－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール
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－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（３－クロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール
－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（４－フルオロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾー
ル－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（３－フルオロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾー
ル－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（４－イソプロピルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チア
ゾール－４－イル）アセテート、
　エチル［２－（｛［３－（｛［４－（２－エトキシ－２－オキソエチル）－１，３－チ
アゾール－２－イル］アミノ｝カルボニル）フェニル］スルホニル｝アミノ）－１，３－
チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル［２－（｛［４－（｛［４－（２－エトキシ－２－オキソエチル）－１，３－チ
アゾール－２－イル］アミノ｝カルボニル）フェニル］スルホニル｝アミノ）－１，３－
チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル（２－｛［（２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール
－４－イル）アセテート、
　エチル［２－（｛［２－（トリフルオロメチル）フェニル］スルホニル｝アミノ）－１
，３－チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル［２－（｛［３－（トリフルオロメチル）フェニル］スルホニル｝アミノ）－１
，３－チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル［２－（｛［４－（トリフルオロメチル）フェニル］スルホニル｝アミノ）－１
，３－チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル２－（２－｛［（４－ブロモフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾ
ール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（２－ニトロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール
－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（２，４－ジクロロ－６－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－
１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（２，４，６－トリクロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３
－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（２，４－ジクロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チア
ゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（５－フルオロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，
３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（４－プロピルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾー
ル－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（２－メトキシ－４－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，
３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（３，５－ジクロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チア
ゾール－４－イル）アセテート、
　エチル［２－（｛［４－（３－クロロ－２－シアノフェノキシ）フェニル］スルホニル
｝アミノ）－１，３－チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル（２－｛［（３，４－ジクロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チア
ゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（４－ブトキシフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾー
ル－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（４－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３
－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル［２－（｛［４－（アセチルアミノ）フェニル］スルホニル｝アミノ）－１，３
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－チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル｛２－［（８－キノリニルスルホニル）アミノ］－１，３－チアゾール－４－イ
ル｝アセテート、
　エチル（２－｛［（３，４－ジメトキシフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チ
アゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（４－ヨードフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール
－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（３－クロロ－４－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３
－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル［２－（｛［５－（ジメチルアミノ）－１－ナフチル］スルホニル｝アミノ）－
１，３－チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル（２－｛［（１－メチル－１Ｈ－イミダゾール－４－イル）スルホニル］アミノ
｝－１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（５－ブロモ－２－メトキシフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，
３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（２，５－ジメトキシフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チ
アゾール－４－イル）アセテート、
　エチル｛２－［（２－ナフチルスルホニル）アミノ］－１，３－チアゾール－４－イル
｝アセテート、
　エチル｛２－［（メシチルスルホニル）アミノ］－１，３－チアゾール－４－イル｝ア
セテート、
　エチル（２－｛［（３－ブロモ－５－クロロ－２－チエニル）スルホニル］アミノ｝－
１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル｛２－［（｛５－［（ベンゾイルアミノ）メチル］－２－チエニル｝スルホニル
）アミノ］－１，３－チアゾール－４－イル｝アセテート、
　エチル｛２－［（｛５－［１－メチル－５－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾー
ル－３－イル］－２－チエニル｝スルホニル）アミノ］－１，３－チアゾール－４－イル
｝アセテート、
　エチル（２－｛［（４－シアノフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール
－４－イル）アセテート、
　エチル｛２－［（｛５－［２－（メチルスルファニル）－４－ピリミジニル］－２－チ
エニル｝スルホニル）アミノ］－１，３－チアゾール－４－イル｝アセテート、
　エチル（２－｛［（３－シアノフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール
－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（２，４，５－トリクロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３
－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル［２－（｛［（Ｅ）－２－フェニルエテニル］スルホニル｝アミノ）－１，３－
チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル（２－｛［（２，３，４－トリクロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３
－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（４－ブロモ－２，５－ジフルオロフェニル）スルホニル］アミノ｝
－１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル［２－（｛［４－（トリフルオロメトキシ）フェニル］スルホニル｝アミノ）－
１，３－チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル（２－｛［（２，３－ジクロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チア
ゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（２－ブロモフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール
－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（４，５－ジクロロ－２－チエニル）スルホニル］アミノ｝－１，３
－チアゾール－４－イル）アセテート、
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　エチル［２－（｛［４－（フェニルスルホニル）－２－チエニル］スルホニル｝アミノ
）－１，３－チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル［２－（｛［５－（フェニルスルホニル）－２－チエニル］スルホニル｝アミノ
）－１，３－チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル（２－｛［（２，６－ジクロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チア
ゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（２－シアノフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール
－４－イル）アセテート、
　エチル［２－（｛［４－（アセチルアミノ）－３－クロロフェニル］スルホニル｝アミ
ノ）－１，３－チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル（２－｛［（５－クロロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）ス
ルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（３－メトキシフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾー
ル－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（４－ブロモ－５－クロロ－２－チエニル）スルホニル］アミノ｝－
１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル２－｛２－［（１－ナフチルスルホニル）アミノ］－１，３－チアゾール－４－
イル｝アセテート、
　エチル（２－｛［（２，５－ジクロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チア
ゾール－４－イル）アセテート、
　エチル［２－（｛［４－（メチルスルホニル）フェニル］スルホニル｝アミノ）－１，
３－チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル［２－（｛［２－（メチルスルホニル）フェニル］スルホニル｝アミノ）－１，
３－チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル（２－｛［（４－ブロモ－２－フルオロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，
３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（２，３，４－トリフルオロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，
３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（７－クロロ－２，１，３－ベンゾオキサジアゾール－４－イル）ス
ルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（２，４，６－トリフルオロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，
３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　２－クロロ－５－（｛［４－（２－エトキシ－２－オキソエチル）－１，３－チアゾー
ル－２－イル］アミノ｝スルホニル）－４－フルオロ安息香酸、
　エチル（２－｛［（５－クロロ－２－チエニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チア
ゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（２－クロロ－４－フルオロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，
３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル［２－（｛［５－（３－イソオキサゾリル）－２－チエニル］スルホニル｝アミ
ノ）－１，３－チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル（２－｛［（４－ブロモ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３
－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（４－フェノキシフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾ
ール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（４－クロロ－２，６－ジメチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－
１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル［２－（｛［２－メチル－４－（トリフルオロメトキシ）フェニル］スルホニル
｝アミノ）－１，３－チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル［２－（｛［２，４－ビス（トリフルオロメチル）フェニル］スルホニル｝アミ
ノ）－１，３－チアゾール－４－イル］アセテート、
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　エチル２－｛２－［［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］（メチル）ア
ミノ］－１，３－チアゾール－４－イル｝アセテート、
　エチルオキソ（２－｛［（４－プロピルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チ
アゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３
－チアゾール－４－イル）（オキソ）アセテート、
　エチルオキソ（２－｛［（２，４，６－トリクロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－
１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル｛２－［（［１，１’－ビフェニル］－４－イルスルホニル）アミノ］－１，３
－チアゾール－４－イル｝（オキソ）アセテート、
　エチル（２－｛［（２，４－ジクロロ－６－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－
１，３－チアゾール－４－イル）（オキソ）アセテート、
　２－（２－｛［（４－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール－
４－イル）酢酸、
　２－（２－｛［（２，５－ジクロロ－３－チエニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）酢酸、
　（２－｛［（２－クロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール－４－
イル）酢酸、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）酢酸、
　イソプロピル２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ
｝－１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　フェニル２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－
１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　メチル（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３
－チアゾール－４－イル）アセテート、
　メチル｛２－［（［１，１’－ビフェニル］－４－イルスルホニル）アミノ］－５－メ
チル－１，３－チアゾール－４－イル｝アセテート、
　メチル（２－｛［（４－クロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－５－メチル－１，３
－チアゾール－４－イル）アセテート、
　メチル（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－５－メ
チル－１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　メチル［２－（｛［４－（３－クロロ－２－シアノフェノキシ）フェニル］スルホニル
｝アミノ）－５－メチル－１，３－チアゾール－４－イル］アセテート、
　メチル（５－メチル－２－｛［（４－プロピルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，
３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　メチル（５－メチル－２－｛［（２，４，６－トリクロロフェニル）スルホニル］アミ
ノ｝－１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　メチル（２－｛［（２，４－ジクロロ－６－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－
５－メチル－１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　Ｎ－（２－メトキシエチル）－２－（２－｛［（４－メチルフェニル）スルホニル］ア
ミノ｝－１，３－チアゾール－４－イル）アセトアミド、
　２－（２－｛［（２，５－ジクロロ－３－チエニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）－Ｎ－メチルアセトアミド、
　Ｎ－（１，３－ベンゾジオキソール－５－イルメチル）－２－｛２－［（１－ナフチル
スルホニル）アミノ］－１，３－チアゾール－４－イル｝アセトアミド、
　Ｎ－（２－フリルメチル）－２－｛２－［（１－ナフチルスルホニル）アミノ］－１，
３－チアゾール－４－イル｝アセトアミド、
　２－（２－｛［（２，４－ジフルオロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チア
ゾール－４－イル）－Ｎ－エチルアセトアミド、
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　Ｎ－イソプロピル－２－｛２－［（１－ナフチルスルホニル）アミノ］－１，３－チア
ゾール－４－イル｝アセトアミド、
　Ｎ－［２－（１Ｈ－インドール－３－イル）エチル］－２－｛２－［（１－ナフチルス
ルホニル）アミノ］－１，３－チアゾール－４－イル｝アセトアミド、
　Ｎ－（シクロヘキシルメチル）－２－｛２－［（フェニルスルホニル）アミノ］－１，
３－チアゾール－４－イル｝アセトアミド、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）－Ｎ－メチルアセトアミド、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）－Ｎ－エチルアセトアミド、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）－Ｎ－フェニルアセトアミド、
　２－（２－｛［（４－クロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール－
４－イル）－Ｎ－（２－フリルメチル）アセトアミド、
　Ｎ－ベンズヒドリル－２－（２－｛［（４－クロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－
１，３－チアゾール－４－イル）アセトアミド、
　２－（２－｛［（４－クロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール－
４－イル）－Ｎ－（テトラヒドロ－２－フラニルメチル）アセトアミド、
　エチル４－｛［２－（２－｛［（４－クロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３
－チアゾール－４－イル）アセチル］アミノ｝－１－ピペリジンカルボキシレート、
　Ｎ－ベンズヒドリル－２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル
］アミノ｝－１，３－チアゾール－４－イル）アセトアミド、
　２－（２－｛［（４－クロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール－
４－イル）－Ｎ－フェニルアセトアミド、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）アセトアミド、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）－Ｎ，Ｎ－ジエチルアセトアミド、
　２－｛２－［（［１，１’－ビフェニル］－４－イルスルホニル）アミノ］－１，３－
チアゾール－４－イル｝－Ｎ，Ｎ－ジエチルアセトアミド、
　Ｎ，Ｎ－ジエチル－２－（２－｛［（４－プロピルフェニル）スルホニル］アミノ｝－
１，３－チアゾール－４－イル）アセトアミド、
　２－（２－｛［（２，４－ジクロロ－６－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１
，３－チアゾール－４－イル）－Ｎ，Ｎ－ジエチルアセトアミド、
　Ｎ，Ｎ－ジエチル－２－（２－｛［（２，４，６－トリクロロフェニル）スルホニル］
アミノ｝－１，３－チアゾール－４－イル）アセトアミド、
　２－｛２－［（［１，１’－ビフェニル］－４－イルスルホニル）アミノ］－１，３－
チアゾール－４－イル｝－Ｎ，Ｎ－ジイソプロピルアセトアミド、
　Ｎ，Ｎ－ジイソプロピル－２－（２－｛［（４－プロピルフェニル）スルホニル］アミ
ノ｝－１，３－チアゾール－４－イル）アセトアミド、
　２－（２－｛［（２，４－ジクロロ－６－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１
，３－チアゾール－４－イル）－Ｎ，Ｎ－ジイソプロピルアセトアミド、
　Ｎ，Ｎ－ジイソプロピル－２－（２－｛［（２，４，６－トリクロロフェニル）スルホ
ニル］アミノ｝－１，３－チアゾール－４－イル）アセトアミド、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）－Ｎ，Ｎ－ジイソプロピルアセトアミド、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）－Ｎ，Ｎ－ジプロピルアセトアミド、
　Ｎ－ベンジル－２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミ
ノ｝－１，３－チアゾール－４－イル）－Ｎ－メチルアセトアミド、
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　Ｎ－ベンジル－２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミ
ノ｝－１，３－チアゾール－４－イル）－Ｎ－エチルアセトアミド、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）－Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ－メチルアセトアミド、
　３－クロロ－Ｎ－｛４－［２－（３，４－ジヒドロ－２（１Ｈ）－イソキノリニル）－
２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝－２－メチルベンゼンスルホンア
ミド、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）－Ｎ－メチル－Ｎ－フェニルアセトアミド、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）－Ｎ－イソプロピル－Ｎ－メチルアセトアミド、
　２－｛２－［（［１，１’－ビフェニル］－４－イルスルホニル）アミノ］－１，３－
チアゾール－４－イル｝－Ｎ－イソプロピル－Ｎ－メチルアセトアミド、
　Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－２－（２－｛［（２，４，６－トリクロロフェニル）スルホ
ニル］アミノ｝－１，３－チアゾール－４－イル）アセトアミド、
　２－（２－｛［（２，４－ジクロロ－６－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１
，３－チアゾール－４－イル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルアセトアミド、
　Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－２－（２－｛［（４－プロピルフェニル）スルホニル］アミ
ノ｝－１，３－チアゾール－４－イル）アセトアミド、
　２－｛２－［（［１，１’－ビフェニル］－４－イルスルホニル）アミノ］－１，３－
チアゾール－４－イル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルアセトアミド、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルアセトアミド、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）－Ｎ－メチル－Ｎ－［（１Ｓ）－１－フェニルエチル］アセトア
ミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－オキソ－２－（１－ピロリジニル）エチル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－オキソ－２－（１－ピペリジニル）エチル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－オキソ－２－（１－ピペリジニル）エチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝［１，１’－ビフェニル］－４－スルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－オキソ－２－（１－ピペリジニル）エチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－４－プロピルベンゼンスルホンアミド、
　２，４－ジクロロ－６－メチル－Ｎ－｛４－［２－オキソ－２－（１－ピペリジニル）
エチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　２，４，６－トリクロロ－Ｎ－｛４－［２－オキソ－２－（１－ピペリジニル）エチル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　２，４，６－トリクロロ－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　２，４－ジクロロ－６－メチル－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソ
エチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝［１，１’－ビフェニル］－４－スルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－４－プロピルベンゼンスルホンアミド、
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　２，４－ジクロロ－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１
，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　４－クロロ－２，６－ジメチル－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソ
エチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－４－フェノキシベンゼンスルホンアミド、
　２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－
チアゾール－２－イル｝－４－（トリフルオロメトキシ）ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－２，４－ビス（トリフルオロメチル）ベンゼンスルホンアミド、
　４－ブロモ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　４－（２－フリル）－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－
１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３’－フルオロ－６’－メトキシ－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキ
ソエチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝［１，１’－ビフェニル］－４－スルホン
アミド、
　４－（５－メチル－２－チエニル）－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オ
キソエチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３’－アセチル－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，
３－チアゾール－２－イル｝［１，１’－ビフェニル］－４－スルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－４’－（トリフルオロメトキシ）［１，１’－ビフェニル］－４－スルホン
アミド、
　３’、４’－ジクロロ－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］
－１，３－チアゾール－２－イル｝［１，１’－ビフェニル］－４－スルホンアミド、
　４－（１，３－ベンゾジオキソール－５－イル）－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニ
ル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　４－（５－クロロ－２－チエニル）－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オ
キソエチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－４－（４－ピリジニル）ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４’－［（｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－
チアゾール－２－イル｝アミノ）スルホニル］［１，１’－ビフェニル］－３－イル｝ア
セトアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－４－（３－チエニル）ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－４－（２－チエニル）ベンゼンスルホンアミド、
　４’－［（｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾ
ール－２－イル｝アミノ）スルホニル］［１，１’－ビフェニル］－４－カルボン酸、
　４’－（メチルスルファニル）－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソ
エチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝［１，１’－ビフェニル］－４－スルホンア
ミド、
　Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－３’，５’－ビス（トリフルオロメチル）［１，１’－ビフェニル］－４－
スルホンアミド、
　４’－クロロ－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３
－チアゾール－２－イル｝［１，１’－ビフェニル］－４－スルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－
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２－イル｝－３’－ニトロ［１，１’－ビフェニル］－４－スルホンアミド、
　４－（１－ベンゾフラン－２－イル）－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－
オキソエチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－４－（１－ピロリジニル）ベンゼンスルホンアミド、
　４－（４－メチル－１－ピペリジニル）－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２
－オキソエチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　４－アニリノ－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３
－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　４－（ベンジルアミノ）－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－４－［（２－チエニルメチル）アミノ］ベンゼンスルホンアミド、
　４－（４－モルホリニル）－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチ
ル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　４－（４－メチル－１－ピペラジニル）－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２
－オキソエチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－４－［（３－ピリジニルメチル）アミノ］ベンゼンスルホンアミド、
　２，４－ジクロロ－６－メチル－Ｎ－｛５－メチル－４－［２－（４－モルホリニル）
－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛５－メチル－４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－
チアゾール－２－イル｝［１，１’－ビフェニル］－４－スルホンアミド、
　２，４，６－トリクロロ－Ｎ－｛５－メチル－４－［２－（４－モルホリニル）－２－
オキソエチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛５－メチル－４－［２－（４－モルホリニル）－２－
オキソエチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－Ｎ－（４－｛２－［（２Ｒ，６Ｓ）－２，６－ジメチルモルホリニル］－
２－オキソエチル｝－１，３－チアゾール－２－イル）－２－メチルベンゼンスルホンア
ミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－（４－｛２－［（１Ｓ，４Ｓ）－２－オキサ－５－アザ
ビシクロ［２．２．１］ヘプタ－５－イル］－２－オキソエチル｝－１，３－チアゾール
－２－イル）ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－オキソ－２－（４－チオモルホリニル）エ
チル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－オキソ－２－（４－チオモルホリニル）エチル］－１，３－チアゾー
ル－２－イル｝［１，１’－ビフェニル］－４－スルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－オキソ－２－（４－チオモルホリニル）エチル］－１，３－チアゾー
ル－２－イル｝－４－プロピルベンゼンスルホンアミド、
　２，４－ジクロロ－６－メチル－Ｎ－｛４－［２－オキソ－２－（４－チオモルホリニ
ル）エチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　２，４，６－トリクロロ－Ｎ－｛４－［２－オキソ－２－（４－チオモルホリニル）エ
チル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（１，１－ジオキシド－４－チオモルホリニル）－２－オキソエチル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝－４－プロピルベンゼンスルホンアミド、
　ｔｅｒｔ－ブチル４－［（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］
アミノ｝－１，３－チアゾール－４－イル）アセチル］－１－ピペラジンカルボキシレー
ト、
　Ｎ－｛４－［２－（４－アセチル－１－ピペラジニル）－２－オキソエチル］－１，３
－チアゾール－２－イル｝－３－クロロ－２－メチルベンゼンスルホンアミド、
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　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（４－メチル－１－ピペラジニル）－２－
オキソエチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド・トリフルオ
ロアセテート、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－オキソ－２－（１－ピペラジニル）エチル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド・トリフルオロアセテート
、
　２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（４－メチル－１－ピペラジニル）－２－オキソエチル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝－４－（トリフルオロメトキシ）ベンゼンスルホン
アミド、
　２，４－ジクロロ－６－メチル－Ｎ－｛４－［２－（４－メチル－１－ピペラジニル）
－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　２，４－ジクロロ－Ｎ－｛４－［２－（４－メチル－１－ピペラジニル）－２－オキソ
エチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－Ｎ－（４－｛２－［（２Ｒ）－２，４－ジメチルピペラジニル］－２－オ
キソエチル｝－１，３－チアゾール－２－イル）－２－メチルベンゼンスルホンアミド、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）－Ｎ－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－［４－（２－オキソペンチル）－１，３－チアゾール－
２－イル］ベンゼンスルホンアミド、
　４－クロロ－Ｎ－［４－（２－ヒドロキシエチル）－１，３－チアゾール－２－イル］
ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－Ｎ－［４－（２－ヒドロキシエチル）－１，３－チアゾール－２－イル］
－２－メチルベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－Ｎ－［４－（３－ヒドロキシプロピル）－１，３－チアゾール－２－イル
］－２－メチルベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－Ｎ－［４－（２－エトキシエチル）－１，３－チアゾール－２－イル］－
２－メチルベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－Ｎ－［４－（２－イソプロポキシエチル）－１，３－チアゾール－２－イ
ル］－２－メチルベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（ベンジルオキシ）エチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝－３
－クロロ－２－メチルベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－Ｎ－［４－（２－メトキシエチル）－１，３－チアゾール－２－イル］－
２－メチルベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－Ｎ－｛４－［２－（２－フルオロエトキシ）エチル］－１，３－チアゾー
ル－２－イル｝－２－メチルベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（２，２，２－トリフルオロエトキシ）エ
チル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（２－ピリジニルスルファニル）エチル］
－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（３－ピリジニルオキシ）エチル］－１，
３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　メチル２－［２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ
｝－１，３－チアゾール－４－イル）エトキシ］ベンゾエート、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）エチルメタンスルホネート、
　３－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）プロピルメタンスルホネート、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）エチルアセテート、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
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チアゾール－４－イル）エチルプロピオネート、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）エチル２－メチルプロパノエート、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）エチル２－フロエート、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）エチルベンゾエート、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）エチル４－モルホリンカルボキシレート、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）エチルジエチルカルバメート、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）エチルエチルカルバメート、
　Ｎ－［４－（２－アジドエチル）－１，３－チアゾール－２－イル］－３－クロロ－２
－メチルベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－［４－（２－アミノエチル）－１，３－チアゾール－２－イル］－３－クロロ－２
－メチルベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（メチルアミノ）エチル］－１，３－チア
ゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　４－クロロ－Ｎ－｛４－［２－（ジエチルアミノ）エチル］－１，３－チアゾール－２
－イル｝ベンゼンスルホンアミド塩酸塩、
　３－クロロ－Ｎ－｛４－［２－（ジエチルアミノ）エチル］－１，３－チアゾール－２
－イル｝－２－メチルベンゼンスルホンアミド塩酸塩、
　３－クロロ－Ｎ－｛４－［２－（１Ｈ－イミダゾール－１－イル）エチル］－１，３－
チアゾール－２－イル｝－２－メチルベンゼンスルホンアミド二水和物、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（４－メチル－１－ピペラジニル）エチル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド二塩酸塩、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）エチル］－１，３－
チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド塩酸塩、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－［４－（４－モルホリニルメチル）－１，３－チアゾー
ル－２－イル］ベンゼンスルホンアミド塩酸塩、
　２，４，６－トリクロロ－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）エチル］－１，３－
チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド塩酸塩、
　２，４－ジクロロ－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）エチル］－１，３－チアゾ
ール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド塩酸塩、
　２，４－ジクロロ－６－メチル－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）エチル］－１
，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド塩酸塩、
　Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）エチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝－
４－プロピルベンゼンスルホンアミド塩酸塩、
　３－クロロ－Ｎ－｛４－［２－（エチルアミノ）エチル］－１，３－チアゾール－２－
イル｝－２－メチルベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－Ｎ－（４－｛２－［（２－ヒドロキシエチル）アミノ］エチル｝－１，３
－チアゾール－２－イル）－２－メチルベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－Ｎ－（４－｛３－［（２－ヒドロキシエチル）アミノ］プロピル｝－１，
３－チアゾール－２－イル）－２－メチルベンゼンスルホンアミド塩酸塩・水和物、
　Ｎ－［２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１
，３－チアゾール－４－イル）エチル］－Ｎ－エチルアセトアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（３－オキソ－４－モルホリニル）エチル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－Ｎ－｛４－［２－（２－ヒドロキシ－３－オキソ－４－モルホリニル）エ
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チル］－１，３－チアゾール－２－イル｝－２－メチルベンゼンスルホンアミド、
　２，４－ジクロロ－Ｎ－｛４－［２－（３－オキソ－４－モルホリニル）エチル］－１
，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　２，４－ジクロロ－６－メチル－Ｎ－｛４－［２－（３－オキソ－４－モルホリニル）
エチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　２，４，６－トリクロロ－Ｎ－｛４－［２－（３－オキソ－４－モルホリニル）エチル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　４，５－ジクロロ－Ｎ－｛４－［２－（３－オキソ－４－モルホリニル）エチル］－１
，３－チアゾール－２－イル｝－２－チオフェンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（３－オキソ－４－モルホリニル）エチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－４－フェノキシベンゼンスルホンアミド、
　３－フルオロ－Ｎ－｛４－［２－（３－オキソ－４－モルホリニル）エチル］－１，３
－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（３－オキソ－４－モルホリニル）エチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－５－（２－ピリジニル）－２－チオフェンスルホンアミド、
　Ｎ－｛２－クロロ－４－［（｛４－［２－（３－オキソ－４－モルホリニル）エチル］
－１，３－チアゾール－２－イル｝アミノ）スルホニル］フェニル｝アセトアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［（３－オキソ－４－モルホリニル）メチル］－
１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［３－（３－オキソ－４－モルホリニル）プロピ
ル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－Ｎ，２－ジメチル－Ｎ－｛４－［２－（３－オキソ－４－モルホリニル）
エチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（２－メチル－３－オキソ－４－モルホリ
ニル）エチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－［２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１
，３－チアゾール－４－イル）エチル］アセトアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（３－オキソ－１，４－オキサゼパン－４
－イル）エチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（２－オキソ－１－ピロリジニル）エチル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（２－オキソ－１－イミダゾリジニル）エ
チル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（２－オキソ－１，３－オキサゾリジン－
３－イル）エチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－［２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１
，３－チアゾール－４－イル）エチル］－Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）－２－フラミド
、
　Ｎ－［２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１
，３－チアゾール－４－イル）エチル］－Ｎ－メチルシクロプロパンカルボキサミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（４－メチル－２－オキソ－１－ピペラジ
ニル）エチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド塩酸塩、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－（４－｛２－［（メチルスルホニル）アミノ］エチル｝
－１，３－チアゾール－２－イル）ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－（４－｛２－［メチル（メチルスルホニル）アミノ］エ
チル｝－１，３－チアゾール－２－イル）ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－［４－（２－｛［（トリフルオロメチル）スルホニル］
アミノ｝エチル）－１，３－チアゾール－２－イル］ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－［４－（２－｛メチル［（トリフルオロメチル）スルホ
ニル］アミノ｝エチル）－１，３－チアゾール－２－イル］ベンゼンスルホンアミド、
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　Ｎ－［２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１
，３－チアゾール－４－イル）エチル］－１－メチル－１Ｈ－イミダゾール－４－スルホ
ンアミド、
　３－クロロ－Ｎ－（４－｛２－［［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］
（メチル）アミノ］エチル｝－１，３－チアゾール－２－イル）－２－メチルベンゼンス
ルホンアミド、
　Ｎ－［４－（２－ブロモエチル）－１，３－チアゾール－２－イル］－３－クロロ－２
－メチルベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－Ｎ－［４－（２－クロロエチル）－１，３－チアゾール－２－イル］－２
－メチルベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［（５－メチル－１，３，４－オキサジアゾール
－２－イル）メチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　エチル３－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１
，３－チアゾール－４－イル）プロパノエート。
　　【請求項４】　医療用途のための請求項１～３のいずれかに記載の化合物。
　　【請求項５】　次の工程の少なくとも１つを含む、請求項１～３のいずれか一項に記
載の化合物の製造方法：
　ａ）２－アミノチアゾールを塩基の存在下でスルホニルクロリドと反応させることによ
るスルホンアミドカップリング、
　ｂ）２－アミノチアゾール誘導体を塩基の存在下でスルホニルクロリドと反応させるこ
とによるスルホンアミドカップリング、
　ｃ）水酸化物の水溶液でのカルボン酸エステルの処理による鹸化、
　ｄ）カルボン酸エステルをアミンと反応させることによるアミドカップリング、
　ｅ）カルボン酸をＥＤＣＩの存在下でアミンと反応させることによるアミドカップリン
グ、
　ｆ）カルボン酸をＥＤＣＩ、ＨＯＡＴまたはＨＯＢＴの存在下でアミンと反応させるこ
とによるアミドカップリング、
　ｇ）カルボン酸エステルを塩化アルミニウムの存在下でアミンと反応させることによる
アミドカップリング、
　ｈ）場合によって置換されているチオ尿素をα－ハロケトンと反応させることによるチ
アゾール環の形成、
　ｉ）チオ尿素をケトンと反応させることによるチアゾール環の形成、
　ｊ）塩基の存在下で酸クロリドと反応させることによるアルコールのアシル化、
　ｋ）４－ニトロフェニルクロロホルメートと、次いで第一または第二アミンと反応させ
ることによるアルコールのカルバモイル化、
　ｌ）ハロ化合物の硼素酸とのパラジウムカップリング、
　ｍ）ハロ化合物と１８－クラウン－６を持つアミンとのパラジウムカップリング、
　ｎ）ハロ化合物と１８－クラウン－６を持たないアミンとのパラジウムカップリング。
　　【請求項６】　式（ＩＩ）　

の化合物、またはその塩、水和物若しくは溶媒和化合物：但し、上記の式において、
　Ｔは、場合によって独立に［Ｒ］nで置換されているアリール環若しくはヘテロアリー
ル環またはアリール－Ｃ2－アルケニル環であり、ここでｎは０～５の整数であり、そし
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てＲは水素、アリール、ヘテロアリール、複素環、場合によってハロゲン化されているＣ

1-6－アルキル、場合によってハロゲン化されているＣ1-6－アルコキシ、Ｃ1-6－アルキ
ルスルホニル、カルボキシ、シアノ、ニトロ、ハロゲン、場合によってモノ置換またはジ
置換されているアミン、場合によってモノ置換またはジ置換されているアミド、アリール
オキシ、アリールスルホニル、アリールアミノであり、この場合アリール、ヘテロアリー
ルおよびアリールオキシ残基並びに複素環は、場合によっては、１つまたは２つ以上の位
置において、互いに独立に、Ｃ1-6－アシル、Ｃ1-6－アルキルチオ、シアノ、ニトロ、水
素、ハロゲン、場合によってハロゲン化されているＣ1-6－アルキル、場合によってハロ
ゲン化されているＣ1-6－アルコキシ、場合によってモノ置換またはジ置換されているア
ミド、（ベンゾイルアミノ）メチル、カルボキシ、２－チエニルメチルアミノまたは（｛
［４－（２－エトキシ－２－オキソエチル）－１，３－チアゾール－２－イル］アミノ｝
カルボニル）でさらに置換されていることができ；
　Ｒ1は水素またはＣ1-6－アルキルであり；
　ＸはＣＨ2またはＣＯであり；
　ＹはＣＨ2、ＣＯまたは単結合であり；
　Ｂは水素またはＣ1-6－アルキルであり；
　Ｒ2はＣ1-6－アルキル、アジド、アリールチオ、ヘテロアリールチオ、ハロゲン、ヒド
ロキシメチル、２－ヒドロキシエチルアミノメチル、メチルスルホニルオキシメチル、３
－オキソ－４－モルホリノリニルメチレン、Ｃ1-6－アルコキシカルボニル、５－メチル
－１，３，４－オキサジアゾール－２－イル；
　ＮＲ3Ｒ4（式中、Ｒ3およびＲ4は、各々独立に、水素、Ｃ1-6－アルキル、場合によっ
てハロゲン化されているＣ1-6－アルキルスルホニル、Ｃ1-6－アルコキシ、２－メトキシ
エチル、２－ヒドロキシエチル、１－メチルイミダゾリルスルホニル、Ｃ1-6－アシル、
シクロヘキシルメチル、シクロプロパンカルボニル、アリール、場合によってハロゲン化
されているアリールスルホニル、フリルカルボニル、テトラヒドロ－２－フラニルメチル
、Ｎ－カルボエトキシピペリジル、または１つ若しくは２つ以上のアリール若しくはヘテ
ロアリールで置換されているＣ1-6－アルキルから選択されるか、または
　ＮＲ3Ｒ4は、全体として、イミダゾール、ピペリジン、ピロリジン、ピペラジン、モル
ホリン、オキサゼピン、オキサゾール、チオモルホリン、１，１－ジオキシドチオモルホ
リン、２－（３，４－ジヒドロ－２（１Ｈ）イソキノリニル）、（１Ｓ，４Ｓ）－２－オ
キサ－５－アザビシクロ［２．２．１］ヘプタ－５－イルであることができる複素環式系
を表し、その複素環式系は、場合によっては、Ｃ1-6－アルキル、Ｃ1-6－アシル、ヒドロ
キシ、オキソ、ｔ－ブトキシカルボニルで置換されていることができる）；
　ＯＣＯＮＲ3Ｒ4（式中、Ｒ3およびＲ4は、各々独立に、水素、Ｃ1-6－アルキルから選
ばれるか、または全体としてモルホリニルを形成している）；
　Ｒ5Ｏ（式中、Ｒ5は水素、場合によってハロゲン化されているＣ1-6－アルキル、アリ
ール、ヘテロアリール、Ｃ1-6－アシル、Ｃ1-6－アルキルスルホニル、アリールカルボニ
ル、ヘテロアリールカルボニル、２－カルボメトキシフェニルである）
から選ばれる；
を含む、糖尿病、症候群Ｘ、肥満症、緑内障、高脂血症、高血糖症、高インスリン血症、
骨粗鬆症、認識障害、鬱病、ウィルス性疾患および炎症性疾患の、低血糖症を引き起こす
ことなしでの、そして免疫調節を達成するための予防、管理または治療用薬剤。
　　【請求項７】　免疫調節が結核、らい病および乾癬の治療または予防によって達成さ
れる、請求項６記載の薬剤。
　　【請求項８】　Ｔが５－クロロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－イル；
４－クロロ－２，３，１－ベンズオキサジアゾリル；５－（ジメチルアミノ）－１－ナフ
チル；１－メチルイミダゾール－４－イル；１－ナフチル；２－ナフチル；（Ｅ）－２－
フェニルエテニル；８－キノリニル；
　（ベンゾイルアミノ）メチル、ブロモ、クロロ、３－イソオキサゾリル、２－（メチル
スルファニル）－４－ピリミジニル、１－メチル－５－（トリフルオロメチル）ピラゾー
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ル－３－イル、フェニルスルホニル、ピリジルの内の１つまたは２つ以上で置換されてい
るチエニル；
　アセチルアミノ、３－アセチルアミノフェニル、３－アセチルフェニル、ベンゼンアミ
ノ、１，３－ベンゾジオキソール－５－イル、２－ベンゾフリル、ベンジルアミノ、３，
５－ビス（トリフルオロメチル）フェニル、ブロモ、ブトキシ、カルボキシ、クロロ、４
－カルボキシフェニル、３－クロロ－２－シアノフェノキシ、４－クロロフェニル、５－
クロロ－２－チエニル、シアノ、３，４－ジクロロフェニル、（｛［４－（２－エトキシ
－２－オキソエチル）－１，３－チアゾール－２－イル］アミノ｝カルボニル）、フルオ
ロ、５－フルオロ－２－メトキシフェニル、２－フリル、水素、ヨード、イソプロピル、
メタンスルホニル、メトキシ、メチル、４－メチル－１－ピペラジニル、４－メチル－１
－ピペリジニル、４－メチルスルファニルフェニル、５－メチル－２－チエニル、４－モ
ルホリニル、ニトロ、３－ニトロフェニル、フェノキシ、フェニル、ｎ－プロピル、４－
ピリジル、３－ピリジルメチルアミノ、１－ピロリジニル、２－チエニル、３－チエニル
、２－チエニルメチルアミノ、トリフルオロメトキシ、４－トリフルオロメトキシフェニ
ル、トリフルオロメチルの内の１つまたは２つ以上で置換されているフェニル
から選ばれ；
　Ｒ1は水素またはメチルであり；
　ＸはＣＨ2またはＣＯであり；
　ＹはＣＨ2、ＣＯまたは単結合であり；
　Ｂは水素またはメチルであり；
　Ｒ2は
　ｎ－プロピル、アジド、ブロモ、クロロ、２－ピリジニルスルファニル、３－オキソ－
４－モルホリノリニルメチレン、エトキシカルボニル、５－メチル－１，３，４－オキサ
ジアゾール－２－イル、ヒドロキシメチル、２－ヒドロキシエチルアミノメチル、メチル
スルホニルオキシメチル；
　ＮＲ3Ｒ4（式中、Ｒ3およびＲ4は、各々独立に、アセチル、ベンズヒドリル、１，３－
ベンゾジオキソール－５－イルメチル、ベンジル、３－クロロ－２－メチルフェニルスル
ホニル、シクロヘキシル、シクロヘキシルメチル、シクロプロパンカルボニル、エチル、
２－フリルカルボニル、２－フリルメチル、水素、２－ヒドロキシエチル、２－（１Ｈ－
インドール－３－イル）エチル、イソプロピル、メトキシ、２－メトキシエチル、メチル
、４－（１－メチルイミダゾリル）スルホニル、メチルスルホニル、フェニル、（１Ｓ）
－フェニルエチル、ｎ－プロピル、テトラヒドロ－２－フラニルメチル、トリフルオロメ
チルスルホニル、Ｎ－カルボエトキシピペリジルから選択されるか；または
　ＮＲ3Ｒ4は、全体として、４－アセチルピペラジニル、４－ｔ－ブトキシカルボニルピ
ペラジニル、２－（３，４－ジヒドロ－２（１Ｈ）イソキノリニル）、（２Ｒ，６Ｓ）－
２，６－ジメチルモルホリニル、（２Ｒ）－２，４－ジメチル－１－ピペラジニル、２－
ヒドロキシ－３－オキソモルホリニル、イミダゾリル、２－メチル－３－オキソモルホリ
ニル、４－メチル－２－オキソピペラジニル、４－メチルピペラジニル、モルホリニル、
（１Ｓ，４Ｓ）－２－オキサ－５－アザビシクロ［２．２．１］ヘプタ－５－イル、２－
オキソイミダゾリニル、３－オキソモルホリニル、３－オキソ－１，４－オキサゼピニル
、２－オキソオキサゾリニル、ピペラジニル；ピペリジニル；ピロリジニル；ピロリドニ
ル；チオモルホリニル；１，１－ジオキシド－チオモルホリニルを表す）；
　ＯＣＯＮＲ3Ｒ4（式中、Ｒ3およびＲ4は、各々独立に、エチル、水素から選ばれるか、
または全体としてモルホリニルを形成している）；
　Ｒ5Ｏ（式中、Ｒ5はアセチル、ベンゾイル、ベンジル、エチル、２－フルオロエチル、
２－フリルカルボニル、水素、イソブチリル、イソプロピル、メチル、２－カルボメトキ
シフェニル、メチルスルホニル、フェニル、プロピオニル、３－ピリジニル、２，２，２
－トリフルオロエチルである）
から選ばれる
請求項６～７いずれか一項に記載の薬剤。
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　　【請求項９】　化合物が下記のものから選ばれる、請求項６～８いずれか一項に記載
の薬剤：
　エチル（２－｛［（２，４－ジクロロ－５－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－
１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル２－（２－［［（４－クロロフェニル）スルホニル］アミノ］－１，３－チアゾ
ール－４－イル）アセテート、
　エチル２－（２－｛［（４－クロロ－２，５－ジメチルフェニル）スルホニル］アミノ
｝－１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル２－（２－｛［（２，４－ジフルオロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３
－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル２－（２－（（（４－メチルフェニル）スルホニル）アミノ）－１，３－チアゾ
ール－４－イル）アセテート、
　エチル２－（２－｛［（２，５－ジクロロ－３－チエニル）スルホニル］アミノ｝－１
，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（２－クロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール
－４－イル）アセテート、
　エチル２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１
，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル２－｛２－［（［１，１’－ビフェニル］－４－イルスルホニル）アミノ］－１
，３－チアゾール－４－イル｝アセテート、
　エチル２－（２－｛［（３－ブロモフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾ
ール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（４－ニトロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール
－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（４－メトキシフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾー
ル－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（３－ニトロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール
－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（３－メトキシフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾー
ル－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（３－クロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール
－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（４－フルオロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾー
ル－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（３－フルオロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾー
ル－４－イル）アセテート、
　エチル｛２－［（フェニルスルホニル）アミノ］－１，３－チアゾール－４－イル｝ア
セテート、
　エチル（２－｛［（４－イソプロピルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チア
ゾール－４－イル）アセテート、
　エチル［２－（｛［３－（｛［４－（２－エトキシ－２－オキソエチル）－１，３－チ
アゾール－２－イル］アミノ｝カルボニル）フェニル］スルホニル｝アミノ）－１，３－
チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル［２－（｛［４－（｛［４－（２－エトキシ－２－オキソエチル）－１，３－チ
アゾール－２－イル］アミノ｝カルボニル）フェニル］スルホニル｝アミノ）－１，３－
チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル（２－｛［（２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール
－４－イル）アセテート、
　エチル［２－（｛［２－（トリフルオロメチル）フェニル］スルホニル｝アミノ）－１
，３－チアゾール－４－イル］アセテート、
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　エチル［２－（｛［３－（トリフルオロメチル）フェニル］スルホニル｝アミノ）－１
，３－チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル［２－（｛［４－（トリフルオロメチル）フェニル］スルホニル｝アミノ）－１
，３－チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル２－（２－｛［（４－ブロモフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾ
ール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（２－ニトロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール
－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（２，４－ジクロロ－６－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－
１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（２，４，６－トリクロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３
－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（２，４－ジクロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チア
ゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（５－フルオロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，
３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（４－プロピルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾー
ル－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（２－メトキシ－４－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，
３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（３，５－ジクロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チア
ゾール－４－イル）アセテート、
　エチル［２－（｛［４－（３－クロロ－２－シアノフェノキシ）フェニル］スルホニル
｝アミノ）－１，３－チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル（２－｛［（３，４－ジクロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チア
ゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（４－ブトキシフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾー
ル－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（４－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３
－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル［２－（｛［４－（アセチルアミノ）フェニル］スルホニル｝アミノ）－１，３
－チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル｛２－［（８－キノリニルスルホニル）アミノ］－１，３－チアゾール－４－イ
ル｝アセテート、
　エチル（２－｛［（３，４－ジメトキシフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チ
アゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（４－ヨードフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール
－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（３－クロロ－４－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３
－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル［２－（｛［５－（ジメチルアミノ）－１－ナフチル］スルホニル｝アミノ）－
１，３－チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル（２－｛［（１－メチル－１Ｈ－イミダゾール－４－イル）スルホニル］アミノ
｝－１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（５－ブロモ－２－メトキシフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，
３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（２，５－ジメトキシフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チ
アゾール－４－イル）アセテート、
　エチル｛２－［（２－ナフチルスルホニル）アミノ］－１，３－チアゾール－４－イル
｝アセテート、
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　エチル｛２－［（メシチルスルホニル）アミノ］－１，３－チアゾール－４－イル｝ア
セテート、
　エチル（２－｛［（３－ブロモ－５－クロロ－２－チエニル）スルホニル］アミノ｝－
１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル｛２－［（｛５－［（ベンゾイルアミノ）メチル］－２－チエニル｝スルホニル
）アミノ］－１，３－チアゾール－４－イル｝アセテート、
　エチル｛２－［（｛５－［１－メチル－５－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾー
ル－３－イル］－２－チエニル｝スルホニル）アミノ］－１，３－チアゾール－４－イル
｝アセテート、
　エチル（２－｛［（４－シアノフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール
－４－イル）アセテート、
　エチル｛２－［（｛５－［２－（メチルスルファニル）－４－ピリミジニル］－２－チ
エニル｝スルホニル）アミノ］－１，３－チアゾール－４－イル｝アセテート、
　エチル（２－｛［（３－シアノフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール
－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（２，４，５－トリクロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３
－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル［２－（｛［（Ｅ）－２－フェニルエテニル］スルホニル｝アミノ）－１，３－
チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル（２－｛［（２，３，４－トリクロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３
－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（４－ブロモ－２，５－ジフルオロフェニル）スルホニル］アミノ｝
－１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル［２－（｛［４－（トリフルオロメトキシ）フェニル］スルホニル｝アミノ）－
１，３－チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル（２－｛［（２，３－ジクロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チア
ゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（２－ブロモフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール
－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（４，５－ジクロロ－２－チエニル）スルホニル］アミノ｝－１，３
－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル［２－（｛［４－（フェニルスルホニル）－２－チエニル］スルホニル｝アミノ
）－１，３－チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル［２－（｛［５－（フェニルスルホニル）－２－チエニル］スルホニル｝アミノ
）－１，３－チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル（２－｛［（２，６－ジクロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チア
ゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（２－シアノフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール
－４－イル）アセテート、
　エチル［２－（｛［４－（アセチルアミノ）－３－クロロフェニル］スルホニル｝アミ
ノ）－１，３－チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル（２－｛［（５－クロロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）ス
ルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（３－メトキシフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾー
ル－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（４－ブロモ－５－クロロ－２－チエニル）スルホニル］アミノ｝－
１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル２－｛２－［（１－ナフチルスルホニル）アミノ］－１，３－チアゾール－４－
イル｝アセテート、
　エチル（２－｛［（２，５－ジクロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チア
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ゾール－４－イル）アセテート、
　エチル［２－（｛［４－（メチルスルホニル）フェニル］スルホニル｝アミノ）－１，
３－チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル［２－（｛［２－（メチルスルホニル）フェニル］スルホニル｝アミノ）－１，
３－チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル（２－｛［（４－ブロモ－２－フルオロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，
３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（２，３，４－トリフルオロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，
３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（７－クロロ－２，１，３－ベンゾオキサジアゾール－４－イル）ス
ルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（２，４，６－トリフルオロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，
３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　２－クロロ－５－（｛［４－（２－エトキシ－２－オキソエチル）－１，３－チアゾー
ル－２－イル］アミノ｝スルホニル）－４－フルオロ安息香酸、
　エチル（２－｛［（５－クロロ－２－チエニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チア
ゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（２－クロロ－４－フルオロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，
３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル［２－（｛［５－（３－イソオキサゾリル）－２－チエニル］スルホニル｝アミ
ノ）－１，３－チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル（２－｛［（４－ブロモ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３
－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（４－フェノキシフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾ
ール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（４－クロロ－２，６－ジメチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－
１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル［２－（｛［２－メチル－４－（トリフルオロメトキシ）フェニル］スルホニル
｝アミノ）－１，３－チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル［２－（｛［２，４－ビス（トリフルオロメチル）フェニル］スルホニル｝アミ
ノ）－１，３－チアゾール－４－イル］アセテート、
　エチル２－｛２－［［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］（メチル）ア
ミノ］－１，３－チアゾール－４－イル｝アセテート、
　エチルオキソ（２－｛［（４－プロピルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チ
アゾール－４－イル）アセテート、
　エチル（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３
－チアゾール－４－イル）（オキソ）アセテート、
　エチルオキソ（２－｛［（２，４，６－トリクロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－
１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　エチル｛２－［（［１，１’－ビフェニル］－４－イルスルホニル）アミノ］－１，３
－チアゾール－４－イル｝（オキソ）アセテート、
　エチル（２－｛［（２，４－ジクロロ－６－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－
１，３－チアゾール－４－イル）（オキソ）アセテート、
　２－（２－｛［（４－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール－
４－イル）酢酸、
　２－（２－｛［（２，５－ジクロロ－３－チエニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）酢酸、
　（２－｛［（２－クロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール－４－
イル）酢酸、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
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チアゾール－４－イル）酢酸、
　イソプロピル２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ
｝－１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　フェニル２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－
１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　メチル（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３
－チアゾール－４－イル）アセテート、
　メチル｛２－［（［１，１’－ビフェニル］－４－イルスルホニル）アミノ］－５－メ
チル－１，３－チアゾール－４－イル｝アセテート、
　メチル（２－｛［（４－クロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－５－メチル－１，３
－チアゾール－４－イル）アセテート、
　メチル（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－５－メ
チル－１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　メチル［２－（｛［４－（３－クロロ－２－シアノフェノキシ）フェニル］スルホニル
｝アミノ）－５－メチル－１，３－チアゾール－４－イル］アセテート、
　メチル（５－メチル－２－｛［（４－プロピルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，
３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　メチル（５－メチル－２－｛［（２，４，６－トリクロロフェニル）スルホニル］アミ
ノ｝－１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　メチル（２－｛［（２，４－ジクロロ－６－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－
５－メチル－１，３－チアゾール－４－イル）アセテート、
　Ｎ－（２－メトキシエチル）－２－（２－｛［（４－メチルフェニル）スルホニル］ア
ミノ｝－１，３－チアゾール－４－イル）アセトアミド、
　２－（２－｛［（２，５－ジクロロ－３－チエニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）－Ｎ－メチルアセトアミド、
　Ｎ－（１，３－ベンゾジオキソール－５－イルメチル）－２－｛２－［（１－ナフチル
スルホニル）アミノ］－１，３－チアゾール－４－イル｝アセトアミド、
　Ｎ－（２－フリルメチル）－２－｛２－［（１－ナフチルスルホニル）アミノ］－１，
３－チアゾール－４－イル｝アセトアミド、
　２－（２－｛［（２，４－ジフルオロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チア
ゾール－４－イル）－Ｎ－エチルアセトアミド、
　Ｎ－イソプロピル－２－｛２－［（１－ナフチルスルホニル）アミノ］－１，３－チア
ゾール－４－イル｝アセトアミド、
　Ｎ－［２－（１Ｈ－インドール－３－イル）エチル］－２－｛２－［（１－ナフチルス
ルホニル）アミノ］－１，３－チアゾール－４－イル｝アセトアミド、
　Ｎ－（シクロヘキシルメチル）－２－｛２－［（フェニルスルホニル）アミノ］－１，
３－チアゾール－４－イル｝アセトアミド、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）－Ｎ－メチルアセトアミド、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）－Ｎ－エチルアセトアミド、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）－Ｎ－フェニルアセトアミド、
　２－（２－｛［（４－クロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール－
４－イル）－Ｎ－（２－フリルメチル）アセトアミド、
　Ｎ－ベンズヒドリル－２－（２－｛［（４－クロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－
１，３－チアゾール－４－イル）アセトアミド、
　２－（２－｛［（４－クロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール－
４－イル）－Ｎ－（テトラヒドロ－２－フラニルメチル）アセトアミド、
　エチル４－｛［２－（２－｛［（４－クロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３
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－チアゾール－４－イル）アセチル］アミノ｝－１－ピペリジンカルボキシレート、
　Ｎ－ベンズヒドリル－２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル
］アミノ｝－１，３－チアゾール－４－イル）アセトアミド、
　２－（２－｛［（４－クロロフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－チアゾール－
４－イル）－Ｎ－フェニルアセトアミド、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）アセトアミド、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）－Ｎ，Ｎ－ジエチルアセトアミド、
　２－｛２－［（［１，１’－ビフェニル］－４－イルスルホニル）アミノ］－１，３－
チアゾール－４－イル｝－Ｎ，Ｎ－ジエチルアセトアミド、
　Ｎ，Ｎ－ジエチル－２－（２－｛［（４－プロピルフェニル）スルホニル］アミノ｝－
１，３－チアゾール－４－イル）アセトアミド、
　２－（２－｛［（２，４－ジクロロ－６－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１
，３－チアゾール－４－イル）－Ｎ，Ｎ－ジエチルアセトアミド、
　Ｎ，Ｎ－ジエチル－２－（２－｛［（２，４，６－トリクロロフェニル）スルホニル］
アミノ｝－１，３－チアゾール－４－イル）アセトアミド、
　２－｛２－［（［１，１’－ビフェニル］－４－イルスルホニル）アミノ］－１，３－
チアゾール－４－イル｝－Ｎ，Ｎ－ジイソプロピルアセトアミド、
　Ｎ，Ｎ－ジイソプロピル－２－（２－｛［（４－プロピルフェニル）スルホニル］アミ
ノ｝－１，３－チアゾール－４－イル）アセトアミド、
　２－（２－｛［（２，４－ジクロロ－６－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１
，３－チアゾール－４－イル）－Ｎ，Ｎ－ジイソプロピルアセトアミド、
　Ｎ，Ｎ－ジイソプロピル－２－（２－｛［（２，４，６－トリクロロフェニル）スルホ
ニル］アミノ｝－１，３－チアゾール－４－イル）アセトアミド、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）－Ｎ，Ｎ－ジイソプロピルアセトアミド、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）－Ｎ，Ｎ－ジプロピルアセトアミド、
　Ｎ－ベンジル－２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミ
ノ｝－１，３－チアゾール－４－イル）－Ｎ－メチルアセトアミド、
　Ｎ－ベンジル－２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミ
ノ｝－１，３－チアゾール－４－イル）－Ｎ－エチルアセトアミド、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）－Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ－メチルアセトアミド、
　３－クロロ－Ｎ－｛４－［２－（３，４－ジヒドロ－２（１Ｈ）－イソキノリニル）－
２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝－２－メチルベンゼンスルホンア
ミド、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）－Ｎ－メチル－Ｎ－フェニルアセトアミド、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）－Ｎ－イソプロピル－Ｎ－メチルアセトアミド、
　２－｛２－［（［１，１’－ビフェニル］－４－イルスルホニル）アミノ］－１，３－
チアゾール－４－イル｝－Ｎ－イソプロピル－Ｎ－メチルアセトアミド、
　Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－２－（２－｛［（２，４，６－トリクロロフェニル）スルホ
ニル］アミノ｝－１，３－チアゾール－４－イル）アセトアミド、
　２－（２－｛［（２，４－ジクロロ－６－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１
，３－チアゾール－４－イル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルアセトアミド、
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　Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－２－（２－｛［（４－プロピルフェニル）スルホニル］アミ
ノ｝－１，３－チアゾール－４－イル）アセトアミド、
　２－｛２－［（［１，１’－ビフェニル］－４－イルスルホニル）アミノ］－１，３－
チアゾール－４－イル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルアセトアミド、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルアセトアミド、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）－Ｎ－メチル－Ｎ－［（１Ｓ）－１－フェニルエチル］アセトア
ミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－オキソ－２－（１－ピロリジニル）エチル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－オキソ－２－（１－ピペリジニル）エチル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－オキソ－２－（１－ピペリジニル）エチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝［１，１’－ビフェニル］－４－スルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－オキソ－２－（１－ピペリジニル）エチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－４－プロピルベンゼンスルホンアミド、
　２，４－ジクロロ－６－メチル－Ｎ－｛４－［２－オキソ－２－（１－ピペリジニル）
エチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　２，４，６－トリクロロ－Ｎ－｛４－［２－オキソ－２－（１－ピペリジニル）エチル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　２，４，６－トリクロロ－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　２，４－ジクロロ－６－メチル－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソ
エチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝［１，１’－ビフェニル］－４－スルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－４－プロピルベンゼンスルホンアミド、
　２，４－ジクロロ－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１
，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　４－クロロ－２，６－ジメチル－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソ
エチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－４－フェノキシベンゼンスルホンアミド、
　２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－
チアゾール－２－イル｝－４－（トリフルオロメトキシ）ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－２，４－ビス（トリフルオロメチル）ベンゼンスルホンアミド、
　４－ブロモ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　４－（２－フリル）－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－
１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３’－フルオロ－６’－メトキシ－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキ
ソエチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝［１，１’－ビフェニル］－４－スルホン
アミド、
　４－（５－メチル－２－チエニル）－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オ
キソエチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
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　３’－アセチル－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，
３－チアゾール－２－イル｝［１，１’－ビフェニル］－４－スルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－４’－（トリフルオロメトキシ）［１，１’－ビフェニル］－４－スルホン
アミド、
　３’、４’－ジクロロ－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］
－１，３－チアゾール－２－イル｝［１，１’－ビフェニル］－４－スルホンアミド、
　４－（１，３－ベンゾジオキソール－５－イル）－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニ
ル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　４－（５－クロロ－２－チエニル）－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オ
キソエチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－４－（４－ピリジニル）ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４’－［（｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－
チアゾール－２－イル｝アミノ）スルホニル］［１，１’－ビフェニル］－３－イル｝ア
セトアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－４－（３－チエニル）ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－４－（２－チエニル）ベンゼンスルホンアミド、
　４’－［（｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾ
ール－２－イル｝アミノ）スルホニル］［１，１’－ビフェニル］－４－カルボン酸、
　４’－（メチルスルファニル）－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソ
エチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝［１，１’－ビフェニル］－４－スルホンア
ミド、
　Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－３’，５’－ビス（トリフルオロメチル）［１，１’－ビフェニル］－４－
スルホンアミド、
　４’－クロロ－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３
－チアゾール－２－イル｝［１，１’－ビフェニル］－４－スルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－３’－ニトロ［１，１’－ビフェニル］－４－スルホンアミド、
　４－（１－ベンゾフラン－２－イル）－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－
オキソエチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－４－（１－ピロリジニル）ベンゼンスルホンアミド、
　４－（４－メチル－１－ピペリジニル）－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２
－オキソエチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　４－アニリノ－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３
－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　４－（ベンジルアミノ）－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－４－［（２－チエニルメチル）アミノ］ベンゼンスルホンアミド、
　４－（４－モルホリニル）－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチ
ル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　４－（４－メチル－１－ピペラジニル）－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２
－オキソエチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－４－［（３－ピリジニルメチル）アミノ］ベンゼンスルホンアミド、



(27) JP 2003-534336 A5 2008.5.29

　２，４－ジクロロ－６－メチル－Ｎ－｛５－メチル－４－［２－（４－モルホリニル）
－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛５－メチル－４－［２－（４－モルホリニル）－２－オキソエチル］－１，３－
チアゾール－２－イル｝［１，１’－ビフェニル］－４－スルホンアミド、
　２，４，６－トリクロロ－Ｎ－｛５－メチル－４－［２－（４－モルホリニル）－２－
オキソエチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛５－メチル－４－［２－（４－モルホリニル）－２－
オキソエチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－Ｎ－（４－｛２－［（２Ｒ，６Ｓ）－２，６－ジメチルモルホリニル］－
２－オキソエチル｝－１，３－チアゾール－２－イル）－２－メチルベンゼンスルホンア
ミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－（４－｛２－［（１Ｓ，４Ｓ）－２－オキサ－５－アザ
ビシクロ［２．２．１］ヘプタ－５－イル］－２－オキソエチル｝－１，３－チアゾール
－２－イル）ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－オキソ－２－（４－チオモルホリニル）エ
チル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－オキソ－２－（４－チオモルホリニル）エチル］－１，３－チアゾー
ル－２－イル｝［１，１’－ビフェニル］－４－スルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－オキソ－２－（４－チオモルホリニル）エチル］－１，３－チアゾー
ル－２－イル｝－４－プロピルベンゼンスルホンアミド、
　２，４－ジクロロ－６－メチル－Ｎ－｛４－［２－オキソ－２－（４－チオモルホリニ
ル）エチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　２，４，６－トリクロロ－Ｎ－｛４－［２－オキソ－２－（４－チオモルホリニル）エ
チル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（１，１－ジオキシド－４－チオモルホリニル）－２－オキソエチル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝－４－プロピルベンゼンスルホンアミド、
　ｔｅｒｔ－ブチル４－［（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］
アミノ｝－１，３－チアゾール－４－イル）アセチル］－１－ピペラジンカルボキシレー
ト、
　Ｎ－｛４－［２－（４－アセチル－１－ピペラジニル）－２－オキソエチル］－１，３
－チアゾール－２－イル｝－３－クロロ－２－メチルベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（４－メチル－１－ピペラジニル）－２－
オキソエチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド・トリフルオ
ロアセテート、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－オキソ－２－（１－ピペラジニル）エチル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド・トリフルオロアセテート
、
　２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（４－メチル－１－ピペラジニル）－２－オキソエチル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝－４－（トリフルオロメトキシ）ベンゼンスルホン
アミド、
　２，４－ジクロロ－６－メチル－Ｎ－｛４－［２－（４－メチル－１－ピペラジニル）
－２－オキソエチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　２，４－ジクロロ－Ｎ－｛４－［２－（４－メチル－１－ピペラジニル）－２－オキソ
エチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－Ｎ－（４－｛２－［（２Ｒ）－２，４－ジメチルピペラジニル］－２－オ
キソエチル｝－１，３－チアゾール－２－イル）－２－メチルベンゼンスルホンアミド、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）－Ｎ－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－［４－（２－オキソペンチル）－１，３－チアゾール－
２－イル］ベンゼンスルホンアミド、
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　４－クロロ－Ｎ－［４－（２－ヒドロキシエチル）－１，３－チアゾール－２－イル］
ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－Ｎ－［４－（２－ヒドロキシエチル）－１，３－チアゾール－２－イル］
－２－メチルベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－Ｎ－［４－（３－ヒドロキシプロピル）－１，３－チアゾール－２－イル
］－２－メチルベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－Ｎ－［４－（２－エトキシエチル）－１，３－チアゾール－２－イル］－
２－メチルベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－Ｎ－［４－（２－イソプロポキシエチル）－１，３－チアゾール－２－イ
ル］－２－メチルベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（ベンジルオキシ）エチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝－３
－クロロ－２－メチルベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－Ｎ－［４－（２－メトキシエチル）－１，３－チアゾール－２－イル］－
２－メチルベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－Ｎ－｛４－［２－（２－フルオロエトキシ）エチル］－１，３－チアゾー
ル－２－イル｝－２－メチルベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（２，２，２－トリフルオロエトキシ）エ
チル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（２－ピリジニルスルファニル）エチル］
－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（３－ピリジニルオキシ）エチル］－１，
３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　メチル２－［２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ
｝－１，３－チアゾール－４－イル）エトキシ］ベンゾエート、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）エチルメタンスルホネート、
　３－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）プロピルメタンスルホネート、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）エチルアセテート、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）エチルプロピオネート、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）エチル２－メチルプロパノエート、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）エチル２－フロエート、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）エチルベンゾエート、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）エチル４－モルホリンカルボキシレート、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）エチルジエチルカルバメート、
　２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１，３－
チアゾール－４－イル）エチルエチルカルバメート、
　Ｎ－［４－（２－アジドエチル）－１，３－チアゾール－２－イル］－３－クロロ－２
－メチルベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－［４－（２－アミノエチル）－１，３－チアゾール－２－イル］－３－クロロ－２
－メチルベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（メチルアミノ）エチル］－１，３－チア
ゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
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　４－クロロ－Ｎ－｛４－［２－（ジエチルアミノ）エチル］－１，３－チアゾール－２
－イル｝ベンゼンスルホンアミド塩酸塩、
　３－クロロ－Ｎ－｛４－［２－（ジエチルアミノ）エチル］－１，３－チアゾール－２
－イル｝－２－メチルベンゼンスルホンアミド塩酸塩、
　３－クロロ－Ｎ－｛４－［２－（１Ｈ－イミダゾール－１－イル）エチル］－１，３－
チアゾール－２－イル｝－２－メチルベンゼンスルホンアミド二水和物、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（４－メチル－１－ピペラジニル）エチル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド二塩酸塩、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）エチル］－１，３－
チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド塩酸塩、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－［４－（４－モルホリニルメチル）－１，３－チアゾー
ル－２－イル］ベンゼンスルホンアミド塩酸塩、
　２，４，６－トリクロロ－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）エチル］－１，３－
チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド塩酸塩、
　２，４－ジクロロ－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）エチル］－１，３－チアゾ
ール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド塩酸塩、
　２，４－ジクロロ－６－メチル－Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）エチル］－１
，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド塩酸塩、
　Ｎ－｛４－［２－（４－モルホリニル）エチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝－
４－プロピルベンゼンスルホンアミド塩酸塩、
　３－クロロ－Ｎ－｛４－［２－（エチルアミノ）エチル］－１，３－チアゾール－２－
イル｝－２－メチルベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－Ｎ－（４－｛２－［（２－ヒドロキシエチル）アミノ］エチル｝－１，３
－チアゾール－２－イル）－２－メチルベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－Ｎ－（４－｛３－［（２－ヒドロキシエチル）アミノ］プロピル｝－１，
３－チアゾール－２－イル）－２－メチルベンゼンスルホンアミド塩酸塩・水和物、
　Ｎ－［２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１
，３－チアゾール－４－イル）エチル］－Ｎ－エチルアセトアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（３－オキソ－４－モルホリニル）エチル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－Ｎ－｛４－［２－（２－ヒドロキシ－３－オキソ－４－モルホリニル）エ
チル］－１，３－チアゾール－２－イル｝－２－メチルベンゼンスルホンアミド、
　２，４－ジクロロ－Ｎ－｛４－［２－（３－オキソ－４－モルホリニル）エチル］－１
，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　２，４－ジクロロ－６－メチル－Ｎ－｛４－［２－（３－オキソ－４－モルホリニル）
エチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　２，４，６－トリクロロ－Ｎ－｛４－［２－（３－オキソ－４－モルホリニル）エチル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　４，５－ジクロロ－Ｎ－｛４－［２－（３－オキソ－４－モルホリニル）エチル］－１
，３－チアゾール－２－イル｝－２－チオフェンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（３－オキソ－４－モルホリニル）エチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－４－フェノキシベンゼンスルホンアミド、
　３－フルオロ－Ｎ－｛４－［２－（３－オキソ－４－モルホリニル）エチル］－１，３
－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－｛４－［２－（３－オキソ－４－モルホリニル）エチル］－１，３－チアゾール－
２－イル｝－５－（２－ピリジニル）－２－チオフェンスルホンアミド、
　Ｎ－｛２－クロロ－４－［（｛４－［２－（３－オキソ－４－モルホリニル）エチル］
－１，３－チアゾール－２－イル｝アミノ）スルホニル］フェニル｝アセトアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［（３－オキソ－４－モルホリニル）メチル］－
１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
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　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［３－（３－オキソ－４－モルホリニル）プロピ
ル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－Ｎ，２－ジメチル－Ｎ－｛４－［２－（３－オキソ－４－モルホリニル）
エチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（２－メチル－３－オキソ－４－モルホリ
ニル）エチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－［２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１
，３－チアゾール－４－イル）エチル］アセトアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（３－オキソ－１，４－オキサゼパン－４
－イル）エチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（２－オキソ－１－ピロリジニル）エチル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（２－オキソ－１－イミダゾリジニル）エ
チル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（２－オキソ－１，３－オキサゾリジン－
３－イル）エチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－［２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１
，３－チアゾール－４－イル）エチル］－Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）－２－フラミド
、
　Ｎ－［２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１
，３－チアゾール－４－イル）エチル］－Ｎ－メチルシクロプロパンカルボキサミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［２－（４－メチル－２－オキソ－１－ピペラジ
ニル）エチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド塩酸塩、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－（４－｛２－［（メチルスルホニル）アミノ］エチル｝
－１，３－チアゾール－２－イル）ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－（４－｛２－［メチル（メチルスルホニル）アミノ］エ
チル｝－１，３－チアゾール－２－イル）ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－［４－（２－｛［（トリフルオロメチル）スルホニル］
アミノ｝エチル）－１，３－チアゾール－２－イル］ベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－［４－（２－｛メチル［（トリフルオロメチル）スルホ
ニル］アミノ｝エチル）－１，３－チアゾール－２－イル］ベンゼンスルホンアミド、
　Ｎ－［２－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１
，３－チアゾール－４－イル）エチル］－１－メチル－１Ｈ－イミダゾール－４－スルホ
ンアミド、
　３－クロロ－Ｎ－（４－｛２－［［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］
（メチル）アミノ］エチル｝－１，３－チアゾール－２－イル）－２－メチルベンゼンス
ルホンアミド、
　Ｎ－［４－（２－ブロモエチル）－１，３－チアゾール－２－イル］－３－クロロ－２
－メチルベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－Ｎ－［４－（２－クロロエチル）－１，３－チアゾール－２－イル］－２
－メチルベンゼンスルホンアミド、
　３－クロロ－２－メチル－Ｎ－｛４－［（５－メチル－１，３，４－オキサジアゾール
－２－イル）メチル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ベンゼンスルホンアミド、
　エチル３－（２－｛［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］アミノ｝－１
，３－チアゾール－４－イル）プロパノエート。
　　【請求項１０】　請求項６～９のいずれかで定義される式（ＩＩ）の少なくとも１種
の化合物および製薬上許容できるキャリアーを含む製剤組成物。
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